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山

建
長
五
年

(

二五
三
)
、道
元
と
い
う
信
仰
の
中
心
的
存
在
を
失
つ

た
曹
洞
宗
永
平
寺
初
期
僧
団
は
、
そ
の
後
、

三
代
相
論
と
呼
ば
れ
る
内

部
分
裂
や
、
永
仁
五
年

(

一九
七
)
の
火
災
な
ど
に
よ
り
、
物
心
両
面

に
わ
た
り
文
字
通
り
荒
廃
の
極
に
達
し
た
。

こ
の
事
態
に
際
し
、
正
和

三
年

(

二
一
四
)
、寂
円
の
法
嗣
で
宝
慶
寺
住
持
義
雲
は
、
波
多
野

氏

の
懇
請
を
受
け
て
永
平
寺
に
晋
住
し
、
伽
藍
の
復
興
と
同
時
に

『
正
法

眼
蔵
』
の
書
写
蒐
輯
な
ど
を
通
し
て
道
元
禅

の
復
興
に
も
努
力
し
、
永

平
寺
中
興

の
祖
と
称
さ
れ
る
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、

以
後

の
永
平
寺
住
持
職
は
、
義
雲
の
弟
子
曇
希
、
曇
希
の
弟
子
以

一
と
、

代

々
寂
円
系
統
の
人
々
に
よ
つ
て
受
け
継
が
れ
、
三
十
七
世
石
牛
天
梁

に
至
る
ま

で
寂
円
派
に
占
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
十
世

門
鶴
以
降
は
、
永
平
寺
に
晋
住
す
る
た
め
に
寂
円
派
に
法
を
転
じ
た
人

々
で
あ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
を
通
じ
て
永
平
寺
住
持
職
が
寂

円
派
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
ま
き
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

所
で
、
従
来
、
永
平
寺
を
中
心
と
す
る
中
世
曹
洞
宗
史
、
就
中
寂
円

派
の
動
向

に
つ
い
て
は
、
六
世
曇
希
は

『
義
雲
録
』
『学
道

用
心
集
』

『
永
平
元
禅
師
語
録
』
等
を
刊
行
し
た
こ
と
、

七
世
以

一
は
曇
希
の
開

版
事
業
を
助
け
た
こ
と
、
八
世
宋
吾
は
義
雲
本
系
六
十
巻
本
の

『
正
法

眼
蔵
』
を

二
括
書
写
し
た
こ
と
、
十
三
世
建
綱

は

『
宝
慶
由
緒
記
』
を

撰
述
し
た
こ
と
、
十
四
世
建
撫
は
道
元
の
伝
記

『
建
衡
記
』
を
撰
述
し

た
こ
と
等
が
断
片
的
に
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い

し
か
し
中
世
曹
洞
宗

史
の
解
明
に
は
、
寂
円
派
の
実
態
の
解
明
が
先
決
問
題
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
響
え
ば
、
永
平
寺
住
持
の
交
代
毎

に
そ
の
書
写
を
許
し
て

い
た
こ
と
を
記
す
奥
書
を
有
す
る
、
永
平
寺
所
蔵
の

『
仏
祖
正
伝
菩
薩

戒
作
法
』
の
再
検
討
や
、
同
じ
く
永
平
寺
所
蔵

の
七
世
以

二
か
ら
十
七

世
以
貫
に
至
る
間
の
寂
円
派
諸
師
の
頂
相
群
が
物
語
る
永
平
寺
に
お
け

る
寂
円
派
の
動
向
の
検
討
な
ど
を
含
む
、
寂
円
派
の
史
料
蒐
輯
整
理
は

急
務
で
あ
る
。
本
論
は
、
『宝
慶
由
緒
記
』
(以
下

『由
緒
記
』
と
略
称
)

を
手
が
か
り
と
し
て
、
寂
円
派
の
伝
承
と
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
、
及

び

『由
緒
記
』
の
史
料
的
位
置
附
な
ど
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て

『由
緒
記
』
は
、
宝
慶
寺
十
四
世

・
永
平
寺
十
三
世
の
建
綱
和

尚

の
撰
述
で
、
建
綱
の
永
平
寺
在
住
中
の
成
立

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

『
宝
慶
由
緒
記
』
の
史
料
的
価
値

(石

川
)
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十
五
世
紀
中
葉
の
記
録
と
見
て
よ
い
。
内
容
は
、
寂
円
の
伝
歴
や
宝
慶

寺
開
創
の
由
来
、
二
世
義
雲

・
三
世
曇
希
の
伝
歴
な
ど
を
伝
え
る
、
寂

円
派
の
ま
と
ま
つ
た
記
録
と
し
て
は
最
古

の
史
料
で
、
初
期
の
寂
円
派

の
動
向
を
探
る
上
か
ら
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
史
料
で
あ
ゆ
、
三
代

相
論
に
関
し
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
記
録

と
さ
れ

て
い

る
。
た
だ
し

『
由
緒
記
』
が
い
か
な
る
立
場
か
ら
何
を
意
図
し
て
残
さ

れ
た
文
献
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
従
来
殆
ん
ど
考
究
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
『由
緒
記
』
に
代
表
さ
れ
る
、
寂
円
派
が
伝
え
る
永
平
寺
住
持

の
世
代
列
次
が
い
か
な
る
意
味
を
示
唆
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。

現
在
永
平
寺
で
用
い
て
い
る
世
代
列
次
は
、

五
十
世
玄
透
即
中
が
世

代
改
め
を
行
い
改
訂
し
た
も
の
で
、
建
綱
は
十
三
世
と
な
つ
て
い
る
が
、

『
由
緒
記
』
の
末
尾
に
は

「永
平
伝
法
第
十
二
世
兼
宝
慶
伝
法
第
十
四

世
嗣
祖
比
丘
建
綱
、
為
後
鑑
証
記
焉
」
と
あ
り
、

自
ら
永
平
寺
十
二
世

で
あ
る
と
明
記
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
、
義
介
や
義
演
を
正
式
な
永

平
寺
世
代

か
ら
除
き
、
第

二
世
道
元
、
二
世
懐
舞
、

三
世
寂
円
、
四
世

義
雲
と
し
て
算
定
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
は

『
由
緒
記
』
の
、

(義
雲
は
)
誠
是
道
元
禅
師
伝
法
第
四
世
孫
、
宝
慶
二
世
、
永
平
寺
申
興
也
。

因
斯
寂
円
禅
師
為
本
山
之
第
三
祖
嗣
書
・
血
脈
分
明
也
。
永
平
寺
宝
慶
寺
於

裂

(列
力
)
相
、開
基
檀
那
牌
面
不
書
別
号
、
例
道
元
禅
師
者
也
。
具
又
伝
法

之
二
字
別
而
大
切
書
之
、
為
明
正
敵
.(嫡
力
)
也
。

と
い
う
主
張
に
基
づ
く

こ
の
よ
う
な
寂
円
派

の
伝
承
が
い
つ
頃
か
ら

意
識
さ
れ
主
張
さ
れ
は
じ
め
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
義
雲
は
自
ら
鋳

造
さ
せ
た
嘉
暦
二
年

(
二
三
二
七
)
の
梵
鐘
銘
で

「
住
持
第
五
代
」
と
明

記
し
て
お
り
、
師
の
寂
円
を
三
世
と
し
て
自
ら
を
四
世
と
す
る
意
志
は

な
か
つ
た
と
見
て
よ
い
。
こ
こ
で
永
平
寺
の
住
持
世
代
の
実
態
を
、
寂

円
派
以
外
の
伝
承
史
料
に
よ
つ
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

馨
え
ば
、

一
般
に
中
世
永
平
寺
は
寂
円
派
が
綿

々
と
そ
の
法
灯
を
継

承
し
て
き
た
か
に
見
ら
れ
る
が
、
実
は
、
寒
巌
派
の
華
蔵
義
曇
や
、
曇

英
慧
応
等
の
峨
山
派
の
人

々
な
ど
幾
人
か
が
永
平
寺
住
持
と
し
て
拝
請

さ
れ
た
り
、
後
世
の
瑞
世
の
よ
う
な
形
で
永
平
寺
に
拝
登
し
、
永
平
寺

の
前
住
と
い
う
称
号
を
貰

つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち

『参
州

法
泉
寺
旧
記
』
に
よ
れ
ば
、
享
徳
二
年

(
一
四
五
三
)
華
蔵
は
永
平
寺
の

請
を
受
け
て
十
八
世
と
し
て
入
院
し
、
八
日
間
住
し
た
と
さ
れ

(佐
橋

法
竜

『螢
山
』
p
.66
)
、あ
る

い
は
明
応
五
年

(
二
四
九
二
)
頃
、
曇
英

は
主
席
を
欠

い
た
永
平
寺
に
晋
住
し
た
と
さ
れ

て
お
り

(『曇
英
和
尚
行

状
』
『双
林
寺
聯
燈
録
』
)
、ま
た
安
芸
洞
雲
寺
金
岡
用
兼
は
衰
頽
し
た
永

平
寺
の
伽
藍
の
復
興
に
努
力
し
、
師
の
為
宗
仲
心
と
と
も
に
永
平
寺
に

瑞
世
し
前
住
と
い
う
称
を
用
い
て
い
る

さ
ら
に
永
平
寺
十
九
世
詐
球

は
、
信
濃
竜
雲
寺

・
興
源
院
等
に
盛
ん
に
瑞
世
を
勧
誘
し
て
い
る

(『竜

雲
寺
文
書
』
『興
源
院
文
書
』
)
。た
だ
こ
こ
で
注
意
し

て
お
き
た

い
こ
と

は
、
永
平
寺
に
正
式
に
住
持
し
入
院
開
堂
す
る

こ
と
と
、
前
住

・
前
永

平
な
ど
の
称
号
を
貰
う
だ
け
の
所
謂
瑞
世
と
は
明
確
に
区
別
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
こ
と
で
、
華
蔵
や
曇
英
の
永
平
寺
晋

住
が
果
し
て
正
式
な
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住
持
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る

一
方

『
曇
英
和
尚
行
状
』
に
よ
れ
ば
、

前
永
平
中

(仲
力
)
心
和
尚
他
門
書
宿
、
遷
越
竜
泉
与
同
門
諸
相
誼
、
虚
永

平
主
席
、
請
師

(曇
英
)
補
之
。
師
希
隠
逸
不
敢
就
。
諸
老
推
奨
甚
親
切
、

不
克
辞
起
著
紫
衣
、
兼
徳
爵
齢
達
尊
也
。

と
あ
り
、
金
岡
用
兼
の
師
為
宗
仲
心
に
つ
い
て
、
「前
永
平
」
と
い
う

称
を
用

い
て
い
る
が
、
「
他
門
者
宿
」
と
明
言
し
て
い
る
点
な
ど
、
明
ら

か
に
寂
円
派
と
は
異
な
る
人
が
永
平
寺
住
持
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と

が
意
識
さ
れ
て
い
る

つ
ま
り
、
寂
円
派
の
永
平
寺
晋
住
と
他
派
の
晋

住
と
は
厳
格
に
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
前
永
平

・
前
住

永
平
な
ど
の
称
号
を
使
用
で
き
る
に
止
ま
る
、
後
の
瑞
世
と
同
様
の
性

格
を
も

つ
も
の
で
あ

つ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
し
て
、
曹
洞
宗
に
お
け
る

瑞
世
の
制
度
が
い
つ
頃
か
ら
慣
例
化
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
容

的
に
は
、
金
銭
を
納
め
る
だ
け
で
官
寺
の
住
職
の
名
義
が
得
ら
れ
る
と

い
う
、

五
山
派
に
お
け
る
坐
公
文
或
い
は
居
成
公
文
の
制
度
と
同
様
の

性
格
を
持
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
寂
円
派
以
外
の
人

々
が
永
平

寺
住
持
に
名
を
連
ね
る
時
期
は
、
永
平
寺
は
例
外
な
く
何
ら
か
の
理
由

で
堂
塔
伽
藍
が
衰
頽
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
制
度
を
生
み
出
し
た
の

は
、
伽
藍
復
興
の
た
め
の
苦
肉
の
策
で
あ
つ
た
と
見
ら
れ
る

響
え
ば
、
文
安
年
中

(
一
四
四
四

四
八
)
、竜
文
寺
器
之
為
瑠
は
永

平
寺
に
登
り
そ
の
衰
頽
を
嘆
い
て
い
る
が
、
華
蔵
の
永
平
寺
住
持
は
こ

れ
を
承
け
る
も
の
で
あ
り
、
轍
桂
祐
栄
や
茂
林
芝
繁
の
永
平
寺
入
寺
も

こ
の
時
期
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
文
明
五
年
(
一
四
七
三
)
永
平
寺
は
失
火

に
よ
り
諸
堂
や
勅
書
ま
で
焼
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が

(『
結
減
安

穏
寺
記
録
』
)
、為
宗
仲
心
や
金
岡
用
兼
の
永
平
寺
復
興
の
努
力

は

こ
れ

を
承
け
た
も
の
で
、
曇
英
の
永
平
寺
晋
住
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
さ
ら

に
天
正
二
〇
年

(
一
五
九
二
)
頃
の
詐
球
に
よ
る
瑞
世
勧
誘
の
前
提
と
な

る
の
が
、
天
正
二
年
の

一
向

二
揆
に
よ
る
永
平
寺
破
却
で
あ
る

(『
越
前

国
名
勝
志
』
)
。詐
球
が
竜
雲
寺
に
出
し
た
瑞
世
勧
誘
の
書
状
は
、

当
寺

(永
平
寺
)
住
持
職
之
夏
就
テ
、
伽
藍
修
造
請
状
之
儀
、
貴
寺
江
被
宛

行
旨
評
定
畢
、
然
者
急
度
瑞
世
所
希
也

天
正
二
十
壬
辰
年

(朱
印
)

仲
春
十
八
日

詐
球

(花
押
)
(印
)

進
上
竜
雲
寺
衣
鉢
閣
下

(『竜
雲
寺
文
書
』
)

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
永
平
寺
住
持
と
伽
藍
修
造
の
依
頼
と
は
巧
み
に

一
揃

い
に
な

つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ

う
な
伽
藍
修
造
の
見
返
り
と
し
て
永
平
寺
住
持

の
称
号
を
与
え
る
と
い

う
、
苦
肉
の
策
か
ら
生
ず
る
永
平
寺
世
代
の
混
乱
を
危
惧
し
、

こ
れ
に

対
処
す
る
た
め
、
永
平
寺
は
代

々
、
世
代
列
次
と
伝
法
の
次
第
は
同
じ

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
寂
円
派
の
主
張
が
起
こ
り
、

こ
れ
に
従

つ
て
三
世
寂
円
・
四
世
義
雲

・
五
世
曇
希
以
下

の
世
代
が
要
請
さ
れ
て

い
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
主
張

の
萌
芽
を
な
す
の
が

『
由
緒
記
』

で
、
特
に
伝
法
の
二
字
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
建
綱

自
身
も
永
平
伝
法
十
二
世
で
あ
る
こ
と
を
強
張
す
る
。
か
く
し
て
寂
円

派
の
伝
法
が
そ
の
ま
ま
永
平
寺
の
伽
藍
法
に
意
味
が
転
化
し
て
い
く
の

『
宝
慶
由
緒
記
』

の
史
料
的
価
値

(
石

川
)
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で
あ
る
。
但
し
、
建
綱
の
弟
子
建
衡
は
そ
の
著
者

『建
撫
記
』
で
、
義

介
も
義
演
も
永
平
寺
に
住
し
た
こ
と
を
認
め
、
義
雲
は
五
世
、
曇
希
は

六
世
で
あ
る
こ
と
も
明
記
し
て
お
り
、
寂
円
を
三
世
に
立
て
る
と
い
う

説
は
、
建
綱

・
建
衡
師
資
の
問
で
は
そ
れ
ほ
ど
確
定
的
な
主
張
に
は
な

つ
て
い
な
か
つ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
如
く
永
平
寺
に
は

中
世
寂
円
派
諸
師
の
頂
相
群
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
中
に

は

「
□
住
永
平
伝
法
十
五
世
宗
縁
自
賛
」
「
永
平
伝
法
十
六
世
以
貫
自

賛
」
等
の
よ
う
な
自
賛
の
語
を
附
す
る
も
の
も
あ
り

(笛
岡
自
照

『
永
平

寺
雑
考
』
p
.5目
)
、

こ
れ
ら
の
頂
相
が
製
作
さ
れ
た
時
点
で
は
既
に
伝

法
と
い
う
こ
と
と
永
平
寺
住
持
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
寂
円
を

三
世
と
す
る
世
代
列
次
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
世
代
列
次
に
関
連
し
て
、
義
介

・
義
演
を
い
か
に

処
遇
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
次
に
問
題
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

所
謂
三
代
相
論
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
問
題
は
集
約
さ

れ
る
。
即
ち
、
史
実
は
別
と
し
て
、
『
建
撫
記
』
が
伝
え
る
寂
円
派
の
伝

承
と
し
て
の
三
代
相
論
は
、
義
演
寂
後
に
誰
を
三
代
と
す
る
か
を
義
介

と
義
演

の
徒
が
争
い
、
結
局
解
決
せ
ず
、
義
介

・
義
演
の
位
牌
に
は
何

代
と
書
か
ず
に

「
前
住
」
と
書
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
前
住
と
い
う
言
葉
は
極
め
て
便
宜
的
呼
称
で
、
あ
る
意
味
で
は
正

式
な
住
持
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
も
内
包
し
て
い
る
。
か
く

見
て
く
る
と
、
『
由
緒
記
』
が
伝
え
る

「
正
和
年
中
永
平
寺
義
演
禅
師

遷
化
、

斯
特
有
三
代
相
論
、
永
平
寺
及
大
破
滅
法
。
し
と
い
う
三
代
相

論
の
記
事
も
、
こ
の
事
件
が
義
演
寂
後
に
起

つ
た
と
す
る
点
で
共
通
し

て
お
り
、
義
介

・
義
演
の
永
平
寺
に
お
け
る
位
置
を
前
住
と
い
う
極
め

て
曖
昧
な
形
で
処
遇
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
も
軌
を

二
に
し
て
い
る

と
見
て
よ
い
。
従
つ
て
、

こ
の
よ
う
な
三
代
相
論
の
扱

い
方
は
、
永
平

寺
の
世
代
を
義
介

・
義
演
を
除
い
た
寂
円
派
の
伝
法
の
次
第
に
転
化
す

る
た
め
の
伏
線
で
あ
つ
た
と
見
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
諸
点
を
結
論
的
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
ま
ず

『
由
緒
記
』
は

初
期
の
寂
円
派
の
動
向
を
伝
え
る
最
古
の
文
献
史
料
で
、
寂
円
の
行
状

や
義
雲
の
法
語
な
ど
は
極
め
て
古
い
伝
承
を
持

つ
が
、
永
平
寺
の
世
代

列
次
に
関
し
て
は
、
義
介

・
義
演
を
除
き
、
寂

円
を
三
世
、
義
雲
を
四

世
と
す
る
寂
円
派
の
主
張
の
先
駆
を
な
す
史
料

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

よ
う
な
主
張
が
起
つ
て
き
た
の
は
、
伽
藍
の
衰
頽
に
際
し
て
な
さ
れ
る

他
派
の
永
平
寺
晋
住
に
対
し
、
自
派
の
法
灯
を
明
確
に
区
別
し
て
お
く

必
要
が
あ

つ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
建

綱

・
建
衡
師
資
の
頃
は
ま
だ
固
定
化
し
て
い
な
か
つ
た
が
、
義
介

・
義

演
を
前
住
と
い
う
形
で
処
遇
し
、
正
式
な
住
持
と
す
る
こ
と
に
躊
躇
し

て
い
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
寂
円
派
の
意
図
は
ほ
ぼ
明
確
化
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
主
張
が
確
定
し
た
時
点
で
出
現
す
る
の
が

一

連
の
寂
円
派
諸
師
の
頂
相
群
で
あ
る
。
か
く
考
え
て
く
る
と
、
『由
緒

記
』
の
出
現
は
こ
の
時
期

の
寂
円
派
の
胎
動
を
端
的
に
物
語
り
、
伝
法

と
伽
藍
法
の

一
致
を
目
差
す
、
史
実
と
は
異
な

る
寂
円
派
の
要
請
と
し

て
の
主
張
を
多
分
に
含
む
も
の
で
あ

つ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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